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国
債
発
行
残
高
お
よ
び
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
質
問
主
意
書

債
券
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
子
お
よ
び
元
本
を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
ま
で
の
期
間
を
加
重
平
均
し
た
数
値
は
、

債
券
の
金
利
変
化
に
対
す
る
価
格
感
応
度
の
指
標
と
し
て
有
用
で
あ
り
、
所
与
の
金
利
変
化
に
対
し
て
、
債
券
価
格
の
変
化
が

ほ
ぼ
反
比
例
す
る
。

一
九
九
八
年
に
小
渕
内
閣
が
発
行
し
た
四
十
兆
円
の
国
債
の
多
く
が
二
〇
〇
八
年
に
償
還
期
限
を
迎
え
、
そ
れ
に
よ
り
国
債

危
機
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
す
で
に
各
種
の
借
り
換
え
対
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
八
年
に
お
け
る
償
還
集
中
は
回
避
さ
れ
て
い
た
た
め
、
問
題
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

日
本
の
国
債
は
国
内
の
需
要
が
非
常
に
高
く
、
金
利
は
、
一
九
九
九
年
以
降
の
超
低
金
利
（
ゼ
ロ
金
利
）
政
策
の
結
果
、
一

％
後
半
〜
二
％
程
度
と
、
他
国
と
比
べ
て
非
常
に
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
一
方
、
他
の
先
進
国
に
比
較
し
て
、
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
対
す
る
国
債
の
発
行
残
高
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
税
収
が
減
少
し
た
の
に
伴
っ
て
歳
入
が
減
少
し
た
一
方
、
景
気
浮
揚
を
目
的
と
し
た
財
政
出
動

や
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ
っ
て
歳
出
が
増
加
し
た
結
果
、
国
債
が
大
量
発
行
さ
れ
、
国
債
発
行
残
高
も
急

一



激
に
増
加
し
た
。

現
在
の
国
債
の
大
半
は
固
定
金
利
で
あ
る
た
め
、
名
目
成
長
率
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
こ
と
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
債
務
が
増
大

し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
デ
フ
レ
不
況
の
長
期
化
に
よ
り
歳
入
の
伸
び
が
低
迷
し
た
た
め
、
償
還
資
金
が
不
足
し
、

政
府
は
償
還
を
目
的
に
追
加
で
国
債
（
借
換
国
債
）
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
事
実
上
国
債
は
償
還
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
国
債
の
発
行
額
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
日
本
は
新
規
国

債
、
借
換
国
債
と
も
に
発
行
額
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
現
時
点
に
お
け
る
新
規
国
債
、
借
換
国
債
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
行
残
高
は
い
く
ら
か
。
直
近
の
数
値
を
お
示
し
願

い
た
い
。

二

国
債
発
行
残
高
は
本
年
六
月
末
で
六
百
八
十
五
兆
円
あ
る
（
財
務
省
「
国
債
及
び
借
入
金
並
び
に
政
府
保
証
債
務
現
在

高
」
に
よ
る
）
が
、
歳
入
が
歳
出
を
上
回
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
プ
ラ
ス
化
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
は
、
現
時
点
に

お
い
て
、
最
短
で
い
つ
に
な
る
と
お
考
え
か
。
根
拠
と
と
も
に
お
示
し
願
い
た
い
。

三

国
債
の
利
払
費
は
、
二
〇
〇
七
年
度
は
八
・
六
兆
円
、
二
〇
〇
八
年
度
は
九
・
三
兆
円
（
財
務
省
「
債
務
管
理
リ
ポ
ー
ト

�
�
�
�
」
内
の
一
般
会
計
利
払
費
）
で
あ
る
が
、
今
後
の
利
払
費
の
金
額
の
推
計
と
そ
の
推
計
の
根
拠
と
し
て
い
る
金
利

二



水
準
を
お
示
し
願
い
た
い
。

四

財
務
省
は
「
国
債
整
理
基
金
の
資
金
繰
り
状
況
等
に
つ
い
て
の
仮
定
計
算
」
（
以
下
、
仮
定
計
算
）
と
い
う
推
計
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
の
推
計
は
、
税
収
等
と
歳
出
の
差
額
を
新
規
国
債
の
発
行
額
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
二
年
度
以
降
、
す
べ

て
の
年
に
つ
い
て
の
国
債
発
行
額
を
、
二
〇
一
一
年
度
の
三
十
二
・
三
兆
円
と
仮
定
し
て
推
計
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
利
は
二
・
〇
％
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
昨
今
の
金
融
危
機
の
状
況
か
ら
す
る
と
金
利
は
低
下
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、
国
債
発
行
額
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
仮
定
計
算
の
推
計
と
は
別
の
推
計
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


